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大
学
図
書
館
は
、
大
学
に
お
け
る
学
術
情
報
基
盤
の

中
枢
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
本
学
に
お
け

る
学
術
情
報
の
収
集
・
発
信
の
中
心
と
い
っ
て
も
よ
い
で

し
ょ
う
。

　
本
学
の
図
書
館
に
は
近
代
以
前
の
古
今
東
西
の
典

籍
は
も
と
よ
り
、
現
代
に
至
る
ま
で
の
図
書
資
料
が

お
よ
そ
一
〇
〇
万
冊
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
に
約

一
万
三
〇
〇
〇
タ
イ
ト
ル
の
学
術
雑
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
利
用
で
き
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
な
ど
の
電
子
資
料
を
含
め
れ
ば
、
ま
さ
に
膨
大
な

知
識
の
宝
庫
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
学
で
学
ば
れ
る
通
学
課
程
、
通
信
教
育
課
程
の
学
生

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
教
職
員
や
一
般
の
利
用
者
の
方
々

は
、
図
書
館
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
様
々
な
知
識
を

獲
得
し
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
図
書
館

資
料
を
通
し
て
、
自
ら
修
得
し
た
知
識
が
蓄
積
さ
れ
て
い

く
だ
け
で
は
、
本
当
に
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
で

し
ょ
う
か
。
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革
す
る
主
体
に
な
る
」、
③
よ
り
よ
い
保
育
を
探
求
す
る
時

の
根
拠
・
デ
ー
タ
を
つ
く
る
、
④
保
育
者
同
士
が
読
み
合
い
、

他
者
の
視
点
を
通
し
て
理
解
を
深
め
、
暗
黙
の
信
念
や
価
値

観
に
よ
っ
て
自
分
で
は
気
づ
か
な
い
で
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、

そ
の
こ
と
を
通
し
て
保
育
者
集
団
を
つ
く
る
（｢

自
分
の
保
育

か
ら
自
分
た
ち
の
保
育
へ｣

）、
⑤
「
記
録
集
に
ま
と
め
、
母

親
の
啓
蒙
や
保
育
研
究
運
動
の
資
料
に
す
る｣

、
⑥
園
と
親
、

親
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
貴
重
な
方
法
、
と
い
っ
た

意
味
で
あ
る
。
ま
た
、
実
践
記
録
は
他
の
生
活
記
録
と
同
様
、

子
ど
も
に
と
っ
て
は
愛
さ
れ
た
証
と
も
な
り
、
思
春
期
に
揺

れ
た
子
ど
も
た
ち
が
そ
の
記
録
を
読
み
、｢

自
分
は
こ
ん
な
に

か
わ
い
が
ら
れ
て
い
た｣

こ
と
に
気
づ
き
、
立
ち
直
っ
て
い
く

こ
と
も
あ
る
。

　

こ
こ
で
参
考
に
し
た
実
践
記
録
論
の
歴
史
的
な
文
書
は
、

①
『
保
育
の
現
場
か
ら
』（
東
京
保
育
問
題
研
究
会
編
、
勁
草

書
房
、１
９
８
０
）、②
『
保
育
に
生
か
す
記
録
の
書
き
方
』（
今

井
和
子
編
著
、
ひ
と
な
る
書
房
、
１
９
９
３
）
③
『
ど
っ
こ
い

北
田
辺
は
生
き
つ
づ
け
た
』（
戸
田
円
八
郎
・
戸
田
節
子
、
さ
・

さ
・
ら
書
房
、
１
９
８
０
）、
④
『
教
育
実
践
の
創
造
に
学
ぶ
』

（
碓
井
岑
夫
、
日
本
教
育
新
聞
社
、 

１
９
８
２
）
な
ど
で
あ
る
。

本
学
図
書
館
は
①
②
を
所
蔵
し
て
い
る
。

５  

保
育
の
実
践
記
録
書
が
大
学
図
書
館
で

　

  

読
め
る
と
い
う
こ
と

　

さ
て
、
実
践
記
録
集
の
復
刻
は
喜
ば
し
い
が
、
保
育
の
実

践
史
的
研
究
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
と
い
う
の
が
実
感
で

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
保
育
の
歴
史
的
研
究

の
碩
学
で
あ
る
宍
戸
健
夫
氏
が
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
こ

と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
戦
後
の
歴
史
研
究
は
、
幼
児
保
育
の

通
史
的
研
究
、
あ
る
い
は｢

思
想
史｣

｢

地
方
史｣

｢

人
物
史
」

｢

運
動
史｣

な
ど
の
分
野
で
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
し
か
し
、

な
お｢

制
度
・
思
想
・
施
設
な
ど
狭
い
分
野
に
か
ぎ
ら
れ｣

て
お
り
、
保
育
内
容
・
方
法
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
い
っ
た｢

保

育
実
践
に
直
接
か
か
わ
っ
て
い
る
分
野
の
歴
史
的
研
究｣

が

不
十
分
で
あ
る
と
（
宍
戸
『
日
本
の
幼
児
保
育
』
上
、
青
木

書
店
、
１
９
８
８
、
10
頁
）。
そ
の
後
、
こ
の
分
野
の
研
究
が

少
し
ず
つ
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
な
お｢

薄
明
へ
の
接
近｣

と
で
も
い
う
べ
き
状
況
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、｢

制
度
・
施
設
・
思
想｣

が
保
育
に
影
響
を
与

え
る
と
い
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
し
、
そ
の
切
り
口
か
ら

の
研
究
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
保
育
の
制
度
・
思
想
が
一

方
的
に
保
育
者
の
意
識
と
行
動
を
左
右
し
た
り
、
保
育
の
あ

り
方
を
規
定
す
る
こ
と
は
な
い
。
制
度
・
施
設
な
ど
に
不
備

や
問
題
が
あ
っ
て
も
、保
育
者
た
ち
は
、そ
の｢

マ
イ
ナ
ス
（
困

難
や
障
害
）
の
中
に
プ
ラ
ス
の
芽
を
見
出
し
…
プ
ラ
ス
面
に

よ
っ
て
マ
イ
ナ
ス
面
を
克
服｣

（
清
水
住
子
『
荒
地
に
育
つ
つ

く
し
ん
ぼ
』
さ
・
さ
・
ら
書
房
、
１
９
７
６
、２
３
４
頁
）
し

て
き
た
。

　

つ
ま
り
、
保
育
者
は
、
自
ら
が
生
き
た
時
代
の
制
度
や
思

想
と
向
き
合
い
、
自
ら
の
価
値
観
や
子
ど
も
観
な
ど
を
問
い

た
と
え
ば
、
保
育
の
計
画
、
総
括
会
議
な
ど
の
記
録
、
日
々

の
日
誌
、
家
庭
へ
の
お
便
り
や
連
絡
帳
、
保
育
者
の
個
人
的

な
メ
モ
な
ど
も
あ
る
。
記
録
の
方
法
と
い
う
点
で
は
、
文
書
・

音
声
・
写
真
・
映
像
記
録
や
子
ど
も
た
ち
の
作
品
な
ど
も
あ

る
。
こ
れ
ら
の
記
録
は
、
各
園
の
保
育
の
実
施
と
改
善
の
た

め
に
一
人
ひ
と
り
の
保
育
者
が
作
成
し
た
記
録
で
あ
る
。
と
い

う
こ
と
は
、
公
刊
・
復
刻
さ
れ
た
実
践
記
録
書
の
背
後
に
は
、

保
育
の
歴
史
の
中
で
保
育
者
た
ち
が
書
き
残
し
た
無
数
の
記

録
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。『
戦
後
幼
児
教
育
・
保
育

実
践
記
録
集
』
は
、
全
保
育
記
録
か
ら
み
れ
ば
氷
山
の
一
角

に
過
ぎ
な
い
が
、
だ
か
ら
こ
そ
貴
重
な
記
録
書
で
あ
る
と
も

い
え
る
。

３  

創
造
的
実
践
家
と
記
録

　

｢

実
践
記
録｣

と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
保
育
・
教
育
実
践

の
記
録
で
あ
る
。
こ
の
〈
教
育
実
践
〉
と
い
う
こ
と
ば
は
、｢（
教

育
・
保
育
の
現
場
は
）
時
々
の
為
政
者
に
無
批
判
に
追
従
し

た
り
、
研
究
者
が
紹
介
す
る
教
育
理
論
を
た
だ
適
用
す
る
と

こ
ろ
で
は
な
い
。
ま
さ
に
、教
育
を
実
際
に
行
う
教
師
こ
そ
が
、

教
育
と
研
究
を
行
う
主
体
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ｣

を
込
め
て
、「
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
使
用
さ

れ
は
じ
め
た｣

（
田
中
耕
治
編
著
『
時
代
を
開
い
た
教
師
た
ち
』

日
本
標
準
、
２
０
０
５
、
14
頁
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

教
師
や
保
育
者
が｢

日
々
の
仕
事
の
質
を
高
め
て
い
く
た
め

に
は
、
自
ら
の
教
育
的
営
為
を
、
主
体
的
に
…
問
い
直
し
て

い
く
こ
と
の
重
要
さ
を
自
覚
し
て｣

（
中
野
光｢

教
師
が
実
践

記
録
を
書
く
と
き｣

本
荘
正
美
『
新
た
な
自
分
に
出
会
う
と

き
』
新
読
書
社
、
１
９
９
５
、
12
～
18
頁
）
い
く
中
で
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。｢

実
践
記
録｣

に
は
、
主
体
的
・

創
造
的
実
践
家
で
あ
ろ
う
と
す
る
保
育
者
・
教
師
の
決
意
が

こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
保
育
者
・
教
師
の
み
な
ら
ず
、
創
造
的
実
践

家
は
そ
の
実
践
の
記
録
を
付
け
て
い
る
。
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の

ピ
ッ
チ
ャ
ー
上
野
由
岐
子
も
、
日
本
代
表
の
元
監
督
宇
津
木

妙
子
な
ど
か
ら
、｢

大
事
な
こ
と
を
忘
れ｣

な
い
よ
う
、
ま
た

｢

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
、整
理
す
る
癖
を
つ
け｣

（
松
瀬
学『
サ

ム
ラ
イ
ハ
ー
ト
上
野
由
岐
子
』
集
英
社
、２
０
０
８
、１
３
３
頁
・

１
９
７
～
１
９
８
頁
）
る
た
め
に
練
習
ノ
ー
ト
や
日
記
を
書
く

こ
と
を
強
く
求
め
ら
れ
た
と
い
う
。

４  

実
践
記
録
の
意
味

　

保
育
は
同
じ
こ
と
の
く
り
返
し
は
な
い
「
一
回
性
」
の
世
界

で
あ
り
、
一
つ
一
つ
の
出
来
事
、
子
ど
も
の
行
為
の
な
か
に
意

味
を
見
い
だ
す
の
で
な
け
れ
ば
、
大
事
な
こ
と
を
見
落
と
し
忘

れ
た
ま
ま
に
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
日
々
の
保

育
の
記
録
と
ふ
り
返
り
が
な
け
れ
ば
明
日
の
保
育
に
展
望
を

も
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
枠
組
み
で

解
決
で
き
る
「
小
さ
な
経
験
」
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ま
で
の

枠
組
み
を
変
え
な
い
と
解
決
し
て
い
け
な
い
「
大
き
な
経
験
」

（
ボ
ル
ノ
ー
『
認
識
の
哲
学
』
理
想
社
、
１
９
７
５
、２
６
９
～

２
７
０
頁
）
も
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
保
育
者
の
手
書
き
に
よ
る
記
録
も
含
め
る
と
、

実
践
記
録
に
は
以
下
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
。
①
子
ど
も
た

ち
の
生
活
と
そ
の
思
い
や
願
い
を
つ
か
む
、
②｢

記
録
表
現
を

通
し
て
の
保
育
者
自
身
が
自
分
の
実
践
を
モ
ニ
タ
ー
し
、
変

渡
わたなべやすひろ

邉保博
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な
お
し
な
が
ら
、
時
代
を
拓
く
新
た
な
実
践
を
生
み
だ
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
保
育
者
は
有
力
な
歴
史
的

主
体
だ
っ
た
し
、
そ
の
実
践
の
歴
史
的
研
究
・
学
習
が
必
要

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
生
き
た
保
育
者
た
ち
が
、
制

度
や
思
想
と
格
闘
し
な
が
ら
生
み
だ
し
て
い
っ
た
保
育
の
価

値
（
思
想
、
子
ど
も
観
、
目
標
・
内
容
・
方
法
観
な
ど
）
と

そ
の
生
き
方
が
刻
み
込
ま
れ
た
実
践
記
録
を
、 
保
育
者
養
成

校
の
教
員
や
学
生
が
大
学
図
書
館
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
意

味
は
大
き
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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は
じ
め
に

　

平
成
26
年
度
に
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
（
以
下
、「
図
書

館
」
と
略
す
。）
に
収
蔵
さ
れ
た
「
京
都
上
京　

中
小
川
町

文
書
」（
以
下
、
中
小
川
町
文
書
と
略
す
。）
は
５
５
０
点

を
数
え
る
文
書
群
で
あ
る
。
年
紀
が
明
ら
か
な
も
の
で
い

え
ば
、享
保
18
年
（
１
７
３
３
）
や
寛
保
元
年
（
１
７
４
１
）

な
ど
で
18
世
紀
中
期
の
文
書
を
数
点
含
み
な
が
ら
、
明
治

39
年
（
１
９
０
６
）
ま
で
の
文
書
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
全

体
的
に
み
れ
ば
、
寛
政
年
間
（
１
７
８
９
～
１
８
０
１
）
か

ら
明
治
10
年
代
（
１
８
７
７
～
１
８
８
６
）
ま
で
の
一
紙
文

書
・
竪
帳
類
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

　

中
小
川
町
文
書
と
は
当
該
の
文
書
群
の
仮
称
で
あ
る
。

文
書
群
は
「
年
寄
」、「
五
人
組
」
あ
る
い
は
「
中
小
川
町

中
」
に
宛
て
た
文
書
群
（
以
下
、
町
文
書
群
と
記
載
す
る
）

と
、
中
小
川
町
に
居
住
し
て
い
た
医
家
・
親
康
家
の
家
文

書
（
以
下
、
親
康
家
文
書
群
と
記
載
す
る
）
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
町
文
書
群
と
親
康
家
文
書
群
が
一
括
さ
れ
、

伝
来
し
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
以
下
、
町
文
書
群
と
親

康
家
文
書
群
と
に
分
け
て
、そ
の
概
略
を
報
告
す
る
。
な
お
、

中
小
川
町
は
京
都
御
苑
の
西
側
地
区
、
小
川
通
今
出
川
上

る
に
位
置
す
る
両
側
町
で
あ
る
。
江
戸
時
代
は
上
京
小
川

組
上
小
川
十
一
町
組
に
属
し
、
明
治
2
年
（
１
８
６
９
）
に

上
京
十
二
番
組
、明
治
5
年
（
１
８
７
２
）
に
上
京
第
九
区
、

京
都
市
の
市
制
施
行
に
よ
り
明
治
25
年
（
１
８
９
２
）
か

ら
は
上
京
区
第
八
学
区
に
所
属
し
た
。

町
文
書
群
の
構
成
と
特
色

　

中
小
川
町
文
書
の
う
ち
町
文
書
群
は
、
横
帳
8
点
、
竪

帳
33
点
、
数
点
の
断
簡
・
包
み
紙
と
約
４
９
０
点
の
一
紙
文

書
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
紙
文
書
は
入
用
銀
覚
や
金
銭
の

借
用
証
文
、
寺
請
状
・
送
籍
状
や
借
家
請
状
、
屋
敷
の
売

買
証
文
や
譲
状
と
い
っ
た
居
住
者
の
出
入
り
や
屋
敷
所
有

に
関
す
る
文
書
が
多
い
。
入
用
銀
覚
の
な
か
に
町
組
を
上

下
京
ご
と
に
取
り
ま
と
め
た
組
織
「
大
仲
」
の
諸
入
用
銀

に
つ
い
て
の
覚
え
が
複
数
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
化
年

間
か
ら
文
政
年
間
に
か
け
て
町
組
が
そ
ろ
っ
て
役
人
化
し

た
町
代
を
訴
え
た
町
代
改
儀
一
件
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る

文
書
が
2
点
確
認
で
き
る
。
そ
の
一
つ
は
「
申
合
之
事
（
町

代
一
件
ニ
付
）」で
あ
り
、も
う
一
点
は
文
政
12
年（
１
８
２
９
）

「
為
取
替
一
札
之
事
（
組
町
ニ
相
用
挑
灯
之
相
印
ニ
付
）」
で
、

小
川
組
の
年
寄
・
五
人
組
の
署
名
お
よ
び
連
印
が
あ
る
。

町
代
改
儀
一
件
に
関
わ
る
文
書
は
京
都
の
各
町
に
残
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
2
点
の
文
書
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

寺
請
状
や
屋
敷
売
買
証
文
・
譲
状
な
ど
は
、
中
小
川
町

の
住
民
構
成
や
屋
敷
所
有
の
状
況
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た

史
料
が
見
当
た
ら
な
い
現
時
点
で
は
、
そ
れ
ら
の
一
端
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
文
書
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
目

を
引
く
の
は
、
第
一
に
多
氏
・
中
西
氏
ら
の
地
下
官
人
の
屋

敷
所
有
を
示
す
文
書
が
散
見
す
る
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
時

代
の
地
下
官
人
に
つ
い
て
は
職
掌
等
を
中
心
に
研
究
の
蓄

積
が
進
ん
で
い
る
が
、
居
住
の
実
態
や
屋
敷
所
有
な
ど
に

つ
い
て
は
依
然
と
し
て
不
明
な
点
が
多
い
。町
文
書
群
で
は
、

多
氏
に
つ
い
て
は
文
政
元
年
（
１
８
１
8
）
の
多
周
防
闕

所
に
関
わ
る
文
書
の
ほ
か
、
多
大
和
守
後
家
・
多
大
和
守

伜
対
馬
守
久
視
（
養
子
）・
多
右
近
将
曹
（
久
視
の
子
、
久

隆
の
養
子
）
と
三
代
に
わ
た
る
屋
敷
所
有
を
示
す
譲
状
が

あ
る
。『
地
下
家
伝
』
に
よ
れ
ば
、
多
久
隆
（
１
７
４
８
～

１
８
１
６
）
の
大
和
守
任
官
は
安
永
5
年
（
１
７
７
６
）
の

こ
と
で
あ
る
。
中
西
氏
に
つ
い
て
は
、文
書
に
中
西
筑
前
介
・

中
西
政
之
丞
、
中
西
加
賀
介
の
名
が
あ
る
が
、『
地
下
家
伝
』

に
は
記
載
が
な
い
。
ま
た
、
地
下
官
人
と
直
接
的
な
関
係

を
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、
中
小
川
町
と
朝
廷
と
の
か
か

わ
り
を
示
す
「
左
近
府
兄
部
座
人
御
役
儀
」
に
関
す
る
天

保
7
年
（
１
８
３
６
）
の
文
書
が
4
点
あ
り
、
竪
帳
に
も

天
保
7
年
「
御
請
書
（
左
近
府
兄
部
座
人
挑
灯
ニ
付
）」
一

冊
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
中
小
川
町
が
御
所
の
近
隣

に
位
置
し
て
い
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

二
つ
目
は
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
寺
田
家
文
書
」

と
関
わ
る
文
書
が
数
点
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
寺

田
家
は
新
発
田
藩
京
都
留
守
居
を
務
め
た
家
で
、
寺
田
喜

三
郎
が
中
小
川
町
に
家
屋
敷
を
所
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

町
文
書
群
の
天
保
3
年
（
１
８
３
２
）「
帯
刀
人
家
屋
敷
買

得
之
御
許
容
之
儀
ニ
付
」
は
寺
田
喜
三
郎
と
親
類
の
升
屋

忠
兵
衛
が
中
小
川
町
年
寄
と
町
中
に
宛
て
て
差
し
出
し
た

文
書
で
あ
る
。
ま
た
、
帯
刀
人
で
あ
る
寺
田
喜
三
郎
の
屋

敷
所
有
を
認
め
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
天
保
3
年
「
寺
田

喜
三
郎
之
例
を
用
ひ
帯
刀
人
吹
挙
等
致
間
鋪
候
ニ
付
一
札
」

が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
寺
田
喜
三
郎
の
屋
敷
所
有
を
特
例

と
し
て
、
以
後
の
帯
刀
人
に
よ
る
町
内
屋
敷
の
所
有
を
禁

じ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
寺
田
喜
三
郎
の
屋
敷
所
有

に
つ
い
て
は
天
保
11
年
（
１
８
４
０
）「
一
札
（
藤
屋
儀
兵

衛
当
町
内
所
持
家
屋
敷
寺
田
喜
三
郎
江
売
渡
ニ
付
）」
が

残
っ
て
い
る
。

　

横
帳
は
数
も
少
な
く
、
文
政
～
嘉
永
期
の
入
用
覚
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
竪
帳
は
年
紀
の
記
載
が
な
い

も
の
が
多
い
。
竪
帳
の
中
で
全
体
の
三
分
の
一
の
11
冊
を

占
め
る
の
が
「
御
触
書
」
で
あ
る
。「
御
触
書
」
は
町
組

に
回
覧
さ
れ
て
き
た
町
触
の
写
し
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
一
紙
文
書
の
な
か
に
も
「
御
触
書
」
一
点
が
あ

る
。
そ
の
他
は
文
政
5
年
（
１
８
２
２
）
か
ら
明
治
11
年

（
１
８
７
8
）
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
主
な
も

の
は
、
文
政
5
年
「
会
所
入
年
月
控
席
順
議
定
書
」、
文
政

7
年
（
１
８
２
4
）「
新
規
西
高
瀬
通
船
路
出
来
ニ
付
一
札
」、

『
京
都
上
京  

中
小
川
町
文
書
』

歴
史
学
部
歴
史
文
化
学
科
教
授　

渡
邊 

秀
一

町
文
書（
江
戸
期
）『
申
合
之
事（
町
代
一
件
ニ
付
）』

町文書（江戸期）『一札（帯刀人家屋敷買得之御許容之儀ニ付）』
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天
保
2
年
（
１
８
３
１
）「
捨
子
之
一
件
（
捨
子
入
用
・
遺

ス
品
物
ニ
付
）」、
天
保
10
年
（
１
８
３
9
）「
乍
恐
口
上
書

（
女
子
捨
置
候
ニ
付
）」、
な
ど
で
あ
る
。
文
政
5
年
の
竪
帳

は
町
会
所
に
お
け
る
寄
合
の
際
の
席
順
を
定
め
た
も
の
で

あ
る
。「
会
所
入
年
月
」
と
あ
る
の
は
、
寄
合
に
お
け
る
発

言
権
は
平
等
で
あ
っ
た
も
の
の
、
会
所
内
の
席
順
に
先
住

者
を
優
位
と
す
る
秩
序
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
文
政
7

年
の
「
新
規
西
高
瀬
通
船
路
出
来
」
は
同
年
に
堀
川
椹
木

町
の
冷
泉
井
堰
か
ら
取
水
し
天
神
川
下
流
へ
つ
な
げ
る
運

河
の
開
削
が
計
画
さ
れ
た
こ
と
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
た

だ
、
新
運
河
の
開
削
は
葛
野
郡
十
一
か
村
の
反
対
で
実
現
し

て
い
な
い
。

　

明
治
時
代
初
期
の
竪
帳
に
は
、
明
治
8
年
（
１
８
７
５
）

「
上
京
第
九
区
中
小
川
町
家
券
調
書
」、
明
治
10
年

（
１
８
７
7
）「
地
所
間
数
取
調
書
」、
明
治
13
年

（
１
８
８
0
）「
市
街
地
坪
数
地
価
合
計
帳
」の
3
冊
が
あ
る
。

「
地
所
間
数
取
調
書
」
は
明
治
10
年
に
土
地
丈
量
を
目
的
と

し
て
京
都
府
が
布
達
し
た
「
市
街
改
租
人
民
心
得
書
」
に

基
づ
い
て
作
製
さ
れ
た
も
の
で
、
京
都
市
内
の
い
く
つ
か
の

町
で
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、「
市
街
地
坪
数
地
価
合
計
帳
」

は
改
租
結
果
を
町
全
体
で
ま
と
め
た
帳
面
で
あ
る
。「
家
券

調
書
」
は
家
屋
の
所
有
者
名
、
建
坪
、
そ
の
価
格
な
ど
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
家
券
は
京
都
府
が
土
地
価
格
し
か
表
示

し
な
い
地
券
に
加
え
て
、
建
物
価
格
を
記
載
し
て
発
行
し

た
も
の
で
、「
家
券
調
書
」
は
そ
の
下
調
書
で
あ
ろ
う
。
家

を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
寛
政
10
年
「
一
札

之
事
（
町
役
儀
何
茂
町
並
ニ
可
仕
候
ニ
付
）」）。「
地
所
間
数

取
調
書
」
に
よ
れ
ば
、
親
康
家
は
明
治
10
年
（
１
８
７
7
）

の
時
点
で
小
川
通
今
出
川
南
東
角
に
居
宅
を
構
え
て
い
た
。

文
化
年
間
以
前
の
『
平
安
人
物
志
』
に
は
そ
の
名
を
見
い

だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
文
政
13
年
（
１
８
３
0
）『
文

政
寅
再
刻　

平
安
人
物
志
』
に
「
丹
波
恕
安　

一
名
光
端

字
子
的
号
東
岸　

小
川
今
出
川
北　

親
康
法
眼
」
と
、
医

師
と
し
て
の
記
載
が
あ
る
。
天
保
9
年
（
１
８
３
８
）
刊

行
の
『
平
安
人
物
志
』
に
も
親
康
法
眼
の
名
が
記
載
さ
れ
、

天
保
14
年
（
１
８
４
3
）『
天
保
医
鑑
』
か
ら
親
康
法
眼
が

口
中
科
の
医
師
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、

慶
応
3
年
（
１
８
６
7
）『
慶
応
三
卯
改
刻　

平
安
人
物
志
』

に
は
「
丹
波
頼
吉　

字　

号　

小
川
今
出
川
北　

親
康
大

隅
介
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
明
治
31
年
（
１
８
９
8
）

に
親
康
頼
順
が
記
し
た
「
親
類
書
」
に
よ
れ
ば
、
祖
父
親

康
忠
順
（
丹
波
恕
安
）
は
元
高
槻
藩
医
で
、
典
薬
寮
医
師

を
務
め
、
父
頼
吉
も
同
じ
く
典
薬
寮
医
師
を
務
め
た
こ
と

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
頼
吉
と
は
親
康
大
隅
介
の
こ
と
で

あ
る
。

　

親
康
家
文
書
群
は
家
業
お
よ
び
叙
位
に
関
す
る
文
書
と

家
政
に
関
わ
る
文
書
に
分
け
ら
れ
る
。
家
業
に
関
わ
る
文

書
の
中
に
は
「
藤
木
近
江
守
・
山
本
典
薬
大
允
」
を
差
出

人
と
し
、「
典
薬
寮
医
師
親
康
大
隅
介
」
宛
て
の
万
延
元
年

（
１
８
６
0
）「
奉
願
口
上
覚
（
典
薬
寮
伝
奏
型
御
支
配
ニ

券
の
発
行
は
一
部
府
県
に
限
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
明
治
9

年
の
「
諸
建
物
書
入
質
規
則
並
売
買
譲
渡
規
則
」
に
よ
っ
て

廃
止
さ
れ
て
い
る
。
家
券
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
し
ば
し

ば
あ
る
が
、
そ
の
下
調
書
が
町
単
位
で
残
っ
て
い
る
こ
と
は

稀
で
あ
る
。
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
屋
敷

所
有
の
変
化
を
知
る
う
え
で
も
貴
重
な
文
書
と
言
え
よ
う
。

親
康
家
文
書
群

　

親
康
家
は
代
々
医
業
を
生
業
と
し
て
き
た
家
で
あ
る
。

中
小
川
町
に
居
を
定
め
た
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

寛
政
10
年
（
１
７
９
8
）
に
は
す
で
に
中
小
川
町
に
屋
敷

付
）」
と
、明
治
3
年
（
１
８
７
0
）「
医
員
座
次
」
が
あ
る
。

こ
の
他
、「
勘
例
」
4
点
が
あ
る
。
勘
例
と
は
諮
問
さ
れ
た

事
柄
を
調
査
し
て
報
告
（
勘
申
）
を
行
っ
た
文
書
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
の
一
点
は
安
政
6
年
（
１
８
５
9
）
10
月
21
日

の
年
紀
が
あ
り
、「
大
隅
介
源
信
達
」
に
宛
て
た
も
の
で
あ

り
、別
の
一
点
は
年
紀
不
明
な
が
ら
「
典
薬
寮
医
師
源
正
文
」

宛
て
に
な
っ
て
い
る
。
叙
位
に
関
す
る
文
書
は
「
法
橋
・
法

眼
叙
位
ニ
付
例
書
」、「
従
六
位
下
丹
波
頼
吉
」
宛
て
の
「
申

文
（
正
六
位
下
）」、「
大
隅
介
丹
波
頼
吉
」
宛
て
の
「
豊
前

介
申
文
」
な
ど
で
、
と
も
に
年
紀
不
明
で
あ
る
。

　

親
康
家
の
家
政
文
書
は
家
系
図
、
親
類
書
お
よ
び

親
類
書
下
書
、「
家
督
相
続
ニ
付
書
状
」、
享
和
2
年

（
１
８
０
2
）「
宗
門
改
書
付
雛
型
」
な
ど
で
あ
る
。「
家
督

相
続
ニ
付
書
状
」
の
端
裏
書
に
は
「
土
山
淡
路
守
、
親
康

頼
吉
様
、
武
宗
御
殿
」
と
記
載
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
宗

門
改
書
付
雛
型
」
は
文
化
6
年
（
１
８
０
9
）
の
宗
門
改
の

際
に
雛
型
と
し
て
使
用
す
る
よ
う
指
示
す
る
文
言
が
あ
る
。

お
わ
り
に

　

江
戸
時
代
の
中
小
川
町
に
つ
い
て
は
三
十
四
軒
役
を
務

め
て
い
た
こ
と
な
ど
を
除
け
ば
、詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

公
家
屋
敷
や
諸
大
名
の
京
屋
敷
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は

な
い
が
、
周
辺
の
各
町
に
は
近
衛
家
の
桜
御
殿
や
入
江
家

と
い
っ
た
公
家
、
江
戸
幕
府
と
の
関
わ
り
が
強
い
本
阿
弥

家
や
後
藤
家
と
い
っ
た
上
京
の
町
衆
、
武
士
や
医
師
ら
の

屋
敷
が
あ
り
、
御
所
・
公
家
町
に
隣
接
し
た
地
域
特
有
の

環
境
の
中
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
時
代
の
中
小
川
町
に
つ

い
て
も
詳
細
が
不
明
な
点
は
同
じ
で
あ
る
。
明
治
時
代
の

中
小
川
町
は
御
所
周
辺
に
位
置
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
明
治

維
新
に
と
も
な
う
天
皇
東
遷
の
直
接
的
な
影
響
を
被
っ
た

渡
わたなべひでかず

邊秀一
歴史学部歴史文化学科教授
歴史学部長

1985 年立命館大学文学研究科地理学
博士前期課程修了。研究分野は歴史
地理学、 集落地理学、 地図史。著書論
文に、『京都の門前町と地域自立』（晃
洋書房、2007 年、共著）「『西京邑田
畑惣絵図』からみた近世西京村の特
性」（佛教大学総合研究所紀要別冊『洛
中周辺地域の歴史的変容に関する総
合的研究』、2013 年）などがある。

町
文
書（
明
治
期
）『
上
京
第
九
区
中
小
川
町
家
券
調
書
』

親
康
家
文
書
『
親
類
書
』

と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
中
小
川
町
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
は
、
中

小
川
町
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
18
世
紀
末
か
ら
19
世
紀

中
ご
ろ
と
い
う
限
ら
れ
た
時
期
の
文
書
群
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
の

中
小
川
町
、
ひ
い
て
は
御
所
西
側
地
区
の
状
況
が
少
し
で

も
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。



図1  BIRD (http://bird.bukkyo-u.ac.jp/)

図2  「電子」の論文件数に関する言語別内訳
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1.はじめに

　2015 年 3 月 13 日、「佛教大学図書館ポータルサイト」は、

BIRD（Bukkyo University Library
,
s  Information & Research 

Databases）と名前を変えて、装いも新たに再出発することと

なった。ここではそこに込められたコンセプトと、おすすめ

したい活用のコツについて述べてみたい。

 

2. お気軽検索

　近年、図書館のコンテンツは、電子ジャーナルやデータベー

スの普及に伴い、形態や種類の面で多様化しつつあるが、こ

ういった情報は従来の「紙」の図書と異なり、そのままでは

学生の目に触れにくい。つまり、図書館が積極的に存在を知

らしめる仕組みを設けない限り、十分に利用されない可能性

がある。正直なところ、これは図書館にとっても、利用者にとっ

ても望ましいことではない。

　これに対応するために、佛教大学附属図書館（以下、図

書館と略す。）は、従来の「佛教大学図書館ポータルサイト」

の時代から、「お気軽検索」との愛称を与えられた統合検索

の仕組みを活用してきた。すなわち、図書館で講読できる電

子ジャーナルやデータベースを OPAC の「紙」の蔵書データ

と共に「まとめて」検索できるシステムを提供することで、

利用者が電子コンテンツの存在を発見しやすい環境を作って

きたのである。

　とはいえ、お気軽検索は従来からの「紙」の資料を検索す

る際にも、想像以上の力を発揮できるツールである。そこで、

ここでは改めてお気軽検索での資料検索に関して、いくつか

トピックを挙げておこう。

2.1. 蔵書検索

　図書館の蔵書、つまり「紙」の図書や雑誌を検索する場合

には、OPAC を使うのが一般的である。だが敢えてお気軽検

索を使うことで、より「深い」検索結果を得ることができる

可能性がある。

　たとえば「手術部位感染」という言葉で OPAC の検索を行っ

たとしよう。つまり「手術部位感染」に関する「紙」の図書

を探したいという場合である。この場合 OPAC においては、

検索結果は 0 件となっている。

　だが、お気軽検索ではどうだろうか。「手術部位感染」の

検索結果から、「図書館 OPAC にある文献」という項目にチェッ

クを入れ、絞り込みを行うと検索結果として 1 件ヒットする。

　レコードを確認すると、二条図書室に所蔵があり、確かに

本学で所蔵されている「紙」の図書であることが分かる。し

かも内容を確認すると、題材として「手術部位感染」を取り

上げた図書で間違いがない。つまりお気軽検索では OPAC よ

り、明らかに「深い」検索を行うことができるようになって

いることが分かる。

　もちろん、すべての図書についてこういった「深い」検索

ができるわけではない。だが、文献探索の可能性を広げる機

能として、覚えておいていただければ、役に立つこともある

はずである。ぜひご活用いただきたい。

2.2. 論文検索

　研究や学習を行う上で、論文は重要なコンテンツであるこ

とは言うまでもない。お気軽検索では、佛教大学で利用でき

る「電子」の英語論文約 6327 万件、日本語論文約 1017 万件、

中国語論文約 171 万件などについて、アクセスするためのレ

コードを有している。こういったウェブサイト上で提供され

る「電子」の論文に関しては、もちろん検索結果のレコード

から URL をたどることで、シームレスに目的の全文コンテン

ツにたどり着けることは間違いない。

 　だが、お気軽検索の特徴は、このような「電子」のコンテ

ンツを簡単に発見し、利用できることだけではないのだ。た

とえば、お気軽検索では「紙」の英語論文約 1220 万件、日

本語論文約 1923 万件、中国語論文約 47 万件についても、

デフォルトで検索が可能となっている。つまり、これらの「紙」

の論文へのアクセスが簡単に行えるようになっていることも

大きな特徴なのである。

　具体的な流れである。たとえば「一闡提攷」という日本語

と 

お
気
軽
検
索
の
活
用
図
書
館
専
門
員
　
飯
野 

勝
則

BIRD



図3  「紙」の論文レコード

図4  『佛教大学研究紀要』第40号の所蔵場所を示すOPAC詳細画面

図5  「新聞記事」のみに絞り込んだ画面
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の論文を探したいとする。この場合、お気軽検索で「一闡提

攷」で検索を行うと、検索結果として 90 件程度のレコード

が検索結果として出現する。ここで画面左側の「絞り込み」

用の領域から「フォーマット」項目で「雑誌論文」、「本文言語」

項目で「日本語」を選択すると、レコードが 1 件に絞られる。

 　このレコードをクリックすると、中間画面を挟んで、目的

の論文が含まれる『佛教大学研究紀要』第 40 号の配架場所

を確認できる画面へと遷移する。つまり、これにより「紙」

の論文であっても、その所蔵雑誌を簡単に「発見」できるよ

うになっているのである。

　 お 気 軽 検 索は、「 国立国 会 図書 館 雑 誌 記 事 索引」や

「magazineplus」、「医中誌 web」といったデータベースの内

容を収録しており、「紙」の論文を探すにしても、極めて効

率的なツールといえる。図書館としては、ぜひお試しいただ

きたいと思う。

2.3. 新聞記事検索

　お気軽検索では、新聞記事についても対応していること

にお気づきだろうか。英語のものであれば約 3216 万件、日

本語では約 76 万件の収録がある。だが、普通に検索を行っ

ていては、そういった記事を「発見」しにくいというのも事

実なのだ。というのも、まず日本語の新聞記事の大半は佛教

大学の学内ネットワークを経由して検索した場合のみ、表示

されるという利用制限がある。加えて、新聞記事は図書や雑

誌、論文に比べると検索結果における優先順位は高くないか

らだ。そこで、日本語の新聞記事を効率的に「発見」し、利

用するためには、学内ネットワークを経由して検索した上で、

画面左側の「絞り込み」用の領域を活用しなくてはならない。

　たとえば、サンサーラの端末で「祇園祭」と検索してみる。

この場合の検索結果を見ると、上位は全て図書と論文ばかり

である。そこで画面左側の「絞り込み」用の領域の「フォーマッ

ト項目」で、「新聞記事」を選択する。すると、画面はすべて「新

聞記事」のレコードのみ

を表示するようになる。

 　ちなみにこの「新聞

記事」の大半は、佛教大

学が京都新聞社の許諾を

得て作成する「京都新聞

データベース」によるも

のであり、学内ネットワー

クに接続した端末では、

その紙面画像をウェブブ

ラウザ上で閲覧すること

ができるという特徴があ

る。ぜひ、ご利用いただ

きたい。

3. おわりに
　

　実際には、BIRD でできることはお気軽検索の検索のみで

はない。たとえば、BIRD トップページの検索窓からは、デ

フォルトのお気軽検索、蔵書検索（OPAC）に加え、日本最

大の辞書事典データベース「ジャパンナレッジ」が利用でき

るようになっている。ちなみに「ジャパンナレッジ」に関し

ては、学内ネットワークからの検索しか受け付けない。ただ

し、BIRD で提供される「リモートアクセスサービス」を用い

れば、OS やブラウザの制限なく、専任教職員や学生につい

ては、自宅から「ジャパンナレッジ」を活用することができる。

もちろん、この「リモートアクセス」を用いれば、他の多く

の電子ジャーナルやデータベースを同様に利用することも可

能だ。

　また今年度から、「就職情報」のデータベースが大幅に充

実し、上場企業であれば「平均年齢」、「平均勤続年数」や「平

均給与」などを調べることのできるデータベース「eol 企業

ナビ」なども利用できるようになった。これらはお気軽検索

での検索対象にはなっていないが、BIRD のトップページ中央

下の「就職情報」をクリックすることで、リンクをたどって

アクセスできるようになっている。業界研究や会社研究に活

用いただきたい。
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開学50周年記念事業で増築された図書館の玄関と閲覧室の概観（昭和38年9月）

後 

記
　佛教大学附属図書館報『常照』第62号をお届けします。平
成27年度から田中典彦学長、松田和信附属図書館長のもと
で、新しい時代の大学図書館を目指して、整備を進めていま
す。3月には学術論文、データベース、蔵書などを総合的に検
索できる「学術情報検索BIRD」を公開。8月には2階に文献資
料や電子情報などが活用できるアクティブ・ラーニングの拠
点として、可動式の机、椅子を配置した「多目的学習室」がリ
ニューアルし、ノートパソコンの貸出しも始めました。常に新
たな発見ができる「空間」として、図書館を活用してください。

佛教大学附属図書館報  『常照』  第62号

発行日　平成27年10月23日
発行者　佛教大学附属図書館長　松田和信
発行所　京都市北区紫野北花ノ坊町96
　　　　佛教大学附属図書館
制　作　株式会社栄美通信

　佛
教
大
学
附
属
図
書
館
は
、佛
教
大
学
の
前
身
佛
教
専
門

学
校
が
あ
っ
た
京
都
市
左
京
区
鹿
ヶ
谷
の
地
か
ら
、現
在
の

京
都
市
北
区
紫
野
に
移
転
し
た
1
9
3
4（
昭
和
9
）年
11
月

23
日
に
木
造
2
階
建
の
閲
覧
室
と
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
3

階
建
の
書
庫
を
竣
工
落
成
し
ま
し
た
。こ
の
図
書
館
建
設
に

あ
た
っ
て
は
、佛
教
専
門
学
校
初
代
校
長
で
あ
る
土
川
善
澂

師（
浄
土
宗
大
本
山
知
恩
寺
68
世
住
職
）に
深
く
帰
依
さ
れ

た
篤
志
家
上
村
常
治
郎
氏
の
ご
遺
族
か
ら
多
額
の
寄
付
を
い

た
だ
き
、完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
後
、1
9
6
3

（
昭
和
38
）年
9
月
に
開
学
50
周
年
を
記
念
し
て
閲
覧
室
、書

庫
な
ど
が
増
築
さ
れ
、1
9
7
2（
昭
和
47
）年
4
月
に
は
、開

学
60
周
年
記
念
事
業
と
し
て
地
上
5
階
地
下
1
階
建
で
、研

究
室
を
配
置
し
た
複
合
図
書
館
棟
が
完
成
し
ま
し
た
。現
在

の
図
書
館
は
、開
学
80
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、同
窓
会
、

鷹
陵
同
窓
会
な
ど
の
卒
業
生
、在
学
生
な
ら
び
保
護
者
、浄

土
宗
寺
院
を
は
じ
め
と
し
た
、本
学
有
縁
の
方
々
か
ら
の
多

大
な
寄
付
に
よ
っ
て
、1
9
9
5（
平
成
7
）年
1
月
に
着
工
し

1
9
9
7（
平
成
9
）年
4
月
に
竣
工
し
た
も
の
で
す
。地
上
5

階
地
下
2
階
建
で
1
0
0
万
冊
を
収
蔵
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　佛
教
大
学
附
属
図
書
館
の
建
物
は
、「
佛
教
專
門
學
校
附

属
圖
書
館
成
徳
常
照
館
之
記
」に
あ
る「
今
コ
コ
ニ
冠
ス
ル
所

ノ
成
徳
常
照
館
ノ
名　

ハ（
中
略
）繙
書
ノ
士
專
ラ
徳
器
ノ
成

就
ニ
努
メ
テ
智
光
ヲ
常
照
ス
ル
」か
ら「
成
徳
常
照
館
」と
名

づ
け
ら
れ
、書
物
を
ひ
も
と
く
者
が
努
力
し
て
、立
派
な
人
格

佛
教
大
学
附
属
図
書
館
の
沿
革
と「
成
徳
常
照
館
」の
由
来

者
と
な
り
、智
慧
の
光
を
い
つ
も
照
ら
す
よ
う
に
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
木
額
は
佛
教
専
門
学
校
第
7
代

校
長
江
藤
澂
英
師（
浄
土
宗
大
本
山
善
導
寺
61
世
住
職
）に
よ
っ

て
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
、現
在
は
図
書
館
1
階
に
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、同
じ
く
1
階
に
設
置
さ
れ
て
い
る
浄
土
宗
総
本
山

知
恩
院
に
あ
る
八
角
形
の
経
蔵「
転
輪
蔵
」（
略
し
て
輪
蔵
）の

縮
小
複
製
は
、1
9
9
8（
平
成
10
）年
5
月
、図
書
館
開
館
1

周
年
を
記
念
し
て
、

佛
教
大
学
同
窓
会
、

鷹
陵
同
窓
会
、通
信

教
育
部
学
友
会
、教

育
振
興
会
か
ら
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。輪

蔵
は
、
1
回
転
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
切
経
を
読
誦
し
た

こ
と
と
同
じ
功
徳

を
得
ら
れ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

5
月
　
　
図
書
館
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
説
明
会
を
開
催（
〜
２
０
１
５
年
１
月
）。

6
月
　
　
学
部
生
対
象
図
書
館
ツ
ア
ー
を
開
催（
〜
７
月
）。

7
月
　
　
古
典
籍
利
用
講
座
を
開
催（
２
０
１
５
年
１
月
）。

9
月
　
　
図
書
館
２
階
に
朝
日
選
書
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。

　
　
　
　
佛
教
大
学
教
育
後
援
会
の
援
助
金
に
よ
り
朝
日
選
書
を
整
備
。

　
　
　
　
図
書
館
２
階
に
職
員
研
修
用
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。

10
月
　
　
図
書
館
報『
常
照
』第
61
号
を
発
行
。

12
月
　
　
ネ
ッ
ト
ア
ド
バ
ン
ス
社
に
よ
るJapan Know

ledge Lib

利
用
説
明
会
を
開
催
。

　
　
　
　
プ
ロ
ネ
ク
サ
ス
社
に
よ
るeol

企
業
ナ
ビ
・
日
本
の
100
万
社
利
用
セ
ミ
ナ
ー
を
学
生
支
援
部
進
路
就
職

　
　
　
　
課
と
合
同
で
開
催
。

3
月
　
　
図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
を
更
改（E‐

Cats Library5.0
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
）。

　
　
　
　
図
書
館
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
、学
術
情
報
検
索BIRD
と
し
て
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
。

　
　
　
　
図
書
館
３
階
に
社
寺
史
料
コ
ー
ナ
ー
、浄
土
宗
コ
ー
ナ
ー
を
整
備
し
、日
本
史
史
料
コ
ー
ナ
ー
を
拡
充
。

特
集
コ
ー
ナ
ー
・
テ
ー
マ（
２
０
１
４
年
４
月
〜
２
０
１
５
年
３
月
）

４
月
〜
５
月
　
　
イ
タ
リ
ア―

そ
の
歴
史
と
文
化―

５
月
〜
６
月
　
　
江
戸
時
代
の
思
想
家
た
ち

７
月
　
　
　
　
　
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア―

作
品
と
そ
の
時
代―

８
月
　
　
　
　
　
西
行
と
定
家―

乱
世
を
生
き
た
歌
人―

９
月
　
　
　
　
　
古
代
日
本
の
宗
教
事
情
　
　
　

10
月
　
　
　
　
　
近
世
絵
画
を
め
ぐ
る
旅―

近
世
京
都
画
壇
と
そ
の
絵
師
た
ち―

11
月
　
　
　
　
　
戦
後
日
本
に
お
け
る
思
想
の
潮
流

12
月
　
　
　
　
　Lynzo

名
画
座
へ
の
ご
招
待

１
月
〜
２
月
　
　
諸
子
百
家―

中
国
古
代
の
思
想
家
た
ち―

３
月
　
　
　
　
　
幕
末
維
新
の
群
像―

動
乱
の
時
代
を
生
き
抜
く―

佛
教
大
学
附
属
図
書
館
の
事
業
活
動
報
告

　２０
１
４
〜
２
０
１
５
年
度
前
半
期

年度

５
月
　
　
学
術
情
報
検
索BIRD

の
利
用
説
明
会
を
開
催（
〜
２
０
１
６
年
１
月
）。

　
　
　
　
図
書
館
１
階
新
着
書
コ
ー
ナ
ー
を
拡
充
。

７
月
　
　
独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金
の
依
頼
に
よ
り
、ロ
シ
ア
連
邦
の
エ
ル

　
　
　
　
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
、プ
ー
シ
キ
ン
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る「
楽―

茶

　
　
　
　
碗
の
中
の
宇
宙
」展
に
、図
書
館
所
蔵
の「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」を
貸
出

　
　
　
　（
11
月
ま
で
）。

８
月
　
　
図
書
館
２
階
の
マ
ル
チ
メ
デ
イ
ア
学
習
室
を
多
目
的
学
習
室
に
用
途

　
　
　
　
変
更
し
、可
動
式
テ
ー
ブ
ル
、椅
子
、貸
出
用
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
10
台
を

　
　
　
　
設
置（
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
は
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
で
貸
出
対
応
）。

年度

2階 多目的学習室


